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先週、和歌山北警察署の方に来ていただき、

不審者対応訓練を行いました。これは主に教

職員の訓練ですが、不審者に成りすました警

察官の方に廊下を歩いていただき、万が一の

場合の動線、逃げ方などについて学習しまし

た。また、子どもたちを守るため、教職員がさすまたを使って不審者との距離

をとる訓練も行いました。そして、北警察署の方に子どもたちの日常生活での

不審者対応について【いかのおすし 一人前】というキーワードで話をしてい

ただきました。また、災害に係る避難についてもお話ししていただきました。

２０数年前の大阪教育大学附属池田小学校での事件は大きな衝撃でした。本

校としても、子どもたちの安全安心を守るため、様々な危険に対する訓練を行

っています。ご家庭でも、いつ直面するかわからない「危険」事案に対し、そ

の子に応じてお話ししていただきたいと思います。

これは訓練の翌日、「うちがく」で訓練

の復習をしてきた子どものノートです。訓

練での校長の話で「家に帰ったら うちが

く でしっかりと復習してくださいね」と

子どもたちに話をしたのですが、この子は

しっかりとやってきていました。担任の先

生が見せてくれたのですが、本当に頑張っ

て「いかのおすし 一人前」についてまと

めていました。私の話をきちんと聞いてく

れていたことにうれしさを感じるととも

に、自分の安全を守ることにつながる学習

ができてよかったな、と思いました。訓練

を何度も積み重ねること、自分でもしっか

りと考え、真剣に取り組むこと。これから

の子どもたちにとって、とても大切なこと

かなと感じています。「繰り返す（反復）」

「考える」「真剣に」というキーワードはこれからの子どもたちにとても大切

なものでしょう。このノートを見て感じたことでした。


